
（記載例③キャラメルソース）

照会日 照会書を送信する日付

照会者の氏名 財務商事株式会社　青海太郎

住所 東京都江東区青海X-X-X

連絡先電話番号 03-3529-XXXX

連絡先メールアドレス XXXX@XXXX.co.jp

輸出入者符号 111ABCDE0000（未取得の場合は99999）

貨物の名称貨物の名称
（型番・銘柄）

銘柄：○●5　／　一般名：キャラメルソース（カカオ入り）　

単価 CAF €3.00/kg

製造地 フランス

輸入予定官署 東京税関

照会貨物に係る事前教示実績の有無及
び類似貨物に係わる輸入実績の有無

無

照会貨物の説明（製法、性状、成分割
合、構造、機能、用途、包装等）及び関
税率表上の適用区分等に関する意見

製法：原料を計量→混合→充填機で調理釜に投入→加熱（100℃以上、30分、粘度の定着）
　　　　→タンクに移す→ろ過→ストレージタンクに移す→容器充填

原料：ぶどう糖水54％、加糖練乳（無糖練乳22％、砂糖18％）40％、クリーム5％、脱脂ココア
粉1％

成分：
製品全体のミルクの天然の組成分14.45％（練乳由来12.4％、クリーム由来2.05％）
製品全体の乳脂肪5％
製品全体の水分率20.7％

乾燥状態におけるミルクの天然の組成分の含有量：18.2％

性状：粘性のある褐色の液体

用途：洋菓子、チョコレートの原料

包装：20ｋｇ／プラスチックペール缶

確認 　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　いいえ

　本照会は下記のいずれにも該当しないことを確認しました。
　① 架空の貨物に係る照会
　② 照会者及びその利害関係者が、照会する貨物について不服申立て又は訴訟中
　　　である等、関税率表適用上の所属区分等に係る紛争中である貨物に係る照会
　③ 輸入申告中の貨物に係る照会
　④ 輸入しようとする貨物の輸入者若しくは輸出者若しくは当該貨物の製法、
　　　性状等を把握している利害関係者又はこれらの代理人以外による照会

ミルクの天然組成分とは

・乳たんぱく ・乳脂肪 ・乳糖 ・灰分 です。

この例の原料には、「加糖練乳」と「生クリーム」にミルクの成分が

含まれているので、分類するためには上記4つの「ミルクの天

然組成分」が必要です。

乾燥状態での含有割合なので、製品全体の「水分率」も必要となり

ます。

これらの情報から、乾燥状態におけるミルクの天然組成分は

（12.4+2.05）÷（100-20.7）×100＝18.2％

と計算されます。

参考のEPA税率をお知らせしますが

EPA税率適用に関しては

一定の条件のもとでのみ適用されるものです

商品の製法（製造工程、温度・時間等）や成分の割合

（合計100％）は、分類決定において重要になります

ので、詳細に記入してください

資料が英語の場合は簡単な和訳をつけてください

参考となる写真があれば添付してください

インボイス記載名（銘柄名）及び

一般的品名を記載してください。

脱脂していないカカオマスなどを使用している場合は、

カカオ脂の割合を記載してください。

mailto:XXXX@XXXX.co.jp

